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母語方言に入声を持つ学習者は促音を習得しやすいか

―広東語母語話者を例に― 

 

張麟声  劉永亮 石迎春  

 

１  は じ め に

日 本 語 の 促 音 は 中 国 語 の 入 声 の / p/、 /t /、 /k /の 影 響 で 発 生 し た

も の で あ る た め に 、入 声 を 持 つ 広 東 方 言 を 母 語 と す る 学 習 者 が 日 本

語 の 促 音 を 習 得 す る と き に 有 利 だ と い う こ と が 考 え ら れ る 。本 研 究

は こ の 想 定 を 実 証 的 に 検 証 し た も の で あ る 。  

す こ し 具 体 的 に 述 べ る と 、 促 音 が 上 手 で は な い 学 習 者 の 特 徴 は 、

お お む ね 先 行 の 拍 が 長 く 、促 音 に あ た る 休 止 の 時 間 が 短 い の で 、日

本 語 母 語 話 者 、母 語 方 言 に 入 声 を 持 つ 広 東 語 話 者 及 び 母 語 方 言 に 入

声 を 持 た な い 北 京 語 母 語 話 者 の 促 音 に お け る 先 行 拍 の 長 さ と 持 続

時 間 の 長 さ の 比 例 関 係 を 比 べ る こ と で 検 証 す る こ と と し た 。そ し て 、

結 論 を 先 に 述 べ る と 、予 測 通 り 、母 語 方 言 に 入 声 を 持 つ 広 東 語 話 者

の 方 が 母 語 方 言 に 入 声 を 持 た な い 北 京 語 母 語 話 者 よ り 促 音 を う ま

く 習 得 し て い る こ と が 分 か っ た 。  

ま た 、 管 見 の 限 り 、 計 画 的 に こ の よ う な 角 度 か ら 行 っ た 先 行 研 究

は な い 。  

 

２  調 査

検 証 用 語 彙 は 、 二 つ の ス テ ッ プ を 踏 ん で 用 意 し た 。 ま ず 、 国 際 交

流 基 金 、 財 団 法 人 日 本 国 際 教 育 協 会 編 『 日 本 語 能 力 試 験 出 題 基 準 』

に 収 録 さ れ て い る 基 本 語 彙 78 00 語 の 中 か ら 、 広 東 語 と し て 入 声 を

持 ち 、 日 本 語 と し て 促 音 を 持 つ 日 中 同 形 同 義 語 を 1 45 語 抽 出 し た 。 

次 に 、 145 語 の 中 か ら 、 中 国 の 大 学 の 三 年 生 第 一 学 期 ま で に 学 習

し た と 考 え ら れ 、 広 東 語 の / p/、 /t /、 / k /と い う ３ 種 類 の 入 声 を 持

つ 単 語 を そ れ ぞ れ ３ つ 選 び 、合 わ せ て 9 個 と し 、こ の 9 語 と 混 同 さ

れ や す い と 思 わ れ る 促 音 を 含 ま な い 単 語 を 9 個 選 び 、ダ ミ ー を ２ つ
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加 え て 得 た 20 語 を 検 証 用 語 彙 と し た 。 検 証 用 の 9 語 と そ れ 以 外 の

11 語 は そ れ ぞ れ 次 の 通 り で あ る 。  

 

検 証 用 の 9 語：/p /「 合 唱 ､雑 誌 、接 触 」、/ t/「 失 敗 、物 価 、絶 対 」、

/k/「 楽 器 、 学 校 、 作 家 」  

そ れ 以 外 の 11 語：鍵 、過 去 、歌 手 、魚 、刺 身 、支 配 、世 辞 、世 代 、

部 下 、 出 席 、 主 催  

 

ま た 、 被 験 者 と し て は 、 日 本 の 大 学 で 学 ぶ 日 本 語 母 語 話 者 の 学 生

6 名 、 広 州 市 の 大 学 で 日 本 語 を 学 ぶ 広 東 語 母 語 話 者 の 学 部 生 10 名 、

北 京 の 大 学 で 日 本 語 を 学 ぶ 北 京 語 母 語 話 者 の 学 部 三 年 生 10 名 に 協

力 し て も ら っ た 。 ち な み に 、 広 東 語 母 語 話 者 の 学 部 三 年 生 10 名 と

北 京 語 母 語 話 者 の 学 部 三 年 生 10 名 に 関 し て は 、本 人 だ け で は な く 、

そ の 両 親 と も そ れ ぞ れ 広 東 語 母 語 話 者 及 び 北 京 語 母 語 話 者 で あ る

こ と を 条 件 と し て 選 定 に あ た っ た 。  

そ し て 、 広 東 語 母 語 話 者 に 対 し て は 2 0 13 年 1 2 月 に 、 北 京 語 母 語

話 者 に 対 し て は 20 14 年 3 月 に 、ま た 、日 本 語 母 語 話 者 に 対 し て は 、

2014 年 6 月 に 、 そ れ ぞ れ 検 証 用 語 彙 20 語 を ３ 回 ず つ 読 み 上 げ て も

ら う 形 で 調 査 を 行 っ た 。  

 

３  考 察

３ .１  促 音 に お け る 先 行 拍 の 長 さ 及 び 持 続 時 間 の 長 さ の 測 り 方  

 協 力 し て も ら っ た 日 本 語 母 語 話 者 の 人 数 が 、学 習 者 の 人 数 と 異 な

る た め 、三 種 類 の 母 語 話 者 の 母 語 別 に 見 る「 促 音 に お け る 先 行 拍 の

長 さ と 持 続 時 間 の 長 さ の 比 率 」の 比 較 に あ た っ て は 、そ れ ぞ れ の 一

人 あ た り の 平 均 値 を 測 っ て 比 べ る こ と に し た 。先 行 拍 長 及 び 持 続 時

間 長 の 測 り 方 に つ い て は 、西 端 (1 99 6)の よ う に 音 声 波 形 だ け を 用 い

て 測 定 す る と 、誤 差 が 大 き く な る 可 能 性 が あ る の で 、世 木 ( 2 00 5)と

李 (2 00 7)を 参 考 に し て 、サ ウ ン ド ス ペ ク ト ル 表 示 と 音 声 パ ワ ー を 併

用 す る こ と に し た 。  
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具 体 的 に 言 う と 、 図 1 に 示 す よ う に 先 行 拍 長 に つ い て は 、 子 音 の

振 動 が 始 ま る と こ ろ か ら 母 音 の 第 2 フ ォ ル マ ン ト の 終 わ り ま で と し

た 。持 続 時 間 長 に つ い て は 、無 声 破 裂 音（ 楽 器 、学 校 、物 価 、絶 対 、

失 敗 、 作 家 ） の 場 合 は 、 持 続 区 間 の 始 ま り か ら 終 わ り ま で 、 摩 擦 音

（ 合 唱 、 雑 誌 、 接 触 ） の 場 合 は 、 摩 擦 の a pe ri od i c energy が 始 ま

る こ と か ら 、 後 続 母 音 の 周 期 的 波 形 が 見 ら れ る と こ ろ ま で と し た 。 

  図 1 促 音 に お け る 先 行 拍 の 長 さ 及 び 持 続 時 間 の 長 さ の 測 り 方  

３ .２  日 本 語 ネ イ テ ィ ブ の 発 音 の 実 態  

 日 本 語 ネ イ テ ィ ブ に お け る 促 音 を 含 む 特 殊 拍 の 音 節 に つ い て 、藤

崎 ・ 杉 藤 (1 97 7)で は 、単 語 お よ び 短 文 に お け る 種 々 の 合 成 言 語 音 刺

激 に 対 す る 長 音 と 単 音 、促 音 と 非 促 音 、撥 音 と 非 撥 音 の 判 断 境 界 と

判 断 の 精 度 を 表 に し て 提 示 し た う え で 、「 前 後 の 母 音 の 長 さ が 0 .1

秒 の 場 合 、 表 に 見 ら れ る よ う に 、 問 題 の 区 間 が 語 に よ っ て は 0. 14 1

秒 、あ る い は 0 .1 69 秒 以 上 で あ れ ば 二 拍 語 で な く 三 拍 語 と し て 知 覚

す る 。」( p8 5)と 述 べ ら れ て い る 。こ の 議 論 を 本 稿 の 趣 旨 に 合 わ せ て

言 い 換 え る と 、日 本 語 の ネ イ テ ィ ブ に と っ て 、自 然 な 促 音 に お け る

先 行 拍 の 長 さ と 持 続 時 間 の 長 さ の 比 率 は 語 に よ っ て 1： 1 .4 1～ 1 .6 9

以 上 だ と い う こ と に な る 。  

も っ と も 、 こ の 藤 崎 ・ 杉 藤 (1 9 77 )は 純 粋 に 促 音 を 取 り 扱 っ た も の

で は な い 。 そ の た め に 、 本 研 究 に お い て 、 日 本 語 ネ イ テ ィ ブ の 学 生
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6 人 に 協 力 し て も ら っ た 。 そ の 発 音 デ ー タ は 以 下 の 表 1 の と お り で

あ る 。  

表 1 

学校 楽器 作家 合唱 雑誌 接触 絶対 失敗 物価

１ 3 .0 :7 .0  3 .2 :6 .8  3 .8 :6 .2  3.4:6.6  3.2:6.8  4.6:5.4  4.4:5.6  3.5:6.5  2.9:7.1  

２ 3 .8 :6 .2  3 .1 :6 .9  3 .4 :6 .6  3.1:6.9  3.6:6.4  4.4:5.6  3.9:6.1  3.3:6.7  2.6:7.4  

３ 2 .8 :7 .2  3 .0 :7 .0  3 .5 :6 .5  3.1:6.9  3.5:6.5  3.9:6.1  4.2:5.8  3.8:6.2  2.5:7.5  

４ 3 .4 :6 .6  3 .4 :6 .6  3 .8 :6 .2  3.7:6.3  3.5:6.5  4.0:6.0  4.5:5.5  3.9:6.1  2.9:7.1  

５ 3 .2 :6 .8  3 .3 :6 .7  4 .4 :5 .6  2.9:7.1  3.2:6.8  4.7:5.3  4.8:5.2  3.7:6.3  2.7:7.3  

６ 3 .4 :6 .6  3 .7 :6 .3  4 .1 :5 .9  3.0:7.0  3.7:6.3  4.7:5.3  4.3:5.7  4.2:5.8  2.6:7.4  

平 均 3 .2 :6 .8  

1 :2 .1 3  

3 .3 :6 .7  

1 :2 .0 3  

3 .8 :6 .2  

1 :1 .6 3  

3.2:6.8  

1 : 2.12 

3.5:6.5

1 :1.86 

4.4:5.6

1 :1.27 

4.4:5.7

1 : 1.30 

3.7:6.3

1 : 1.70 

2.7:7.3

1 : 2.70 

「 平 均 」の 欄 に は 上 下 2 種 の 数 字 が 入 っ て い る が 、上 が 平 均 値 で 、

下 は 先 行 拍 の 長 さ を 1 と し た 場 合 の 、そ れ に 対 す る 持 続 時 間 の 倍 率

で あ る 。ネ イ テ ィ ブ が 発 音 す る 個 々 の 促 音 に お け る 先 行 拍 の 長 さ と

持 続 時 間 の 長 さ の 倍 率 は ま っ た く 同 じ も の で は な く 、持 続 時 間 が 長

い 方 か ら 順 次 並 べ て み る と 、 9 つ の 検 証 用 単 語 は 次 の よ う な 順 序 に

な る 。 倍 率 が 一 番 高 い 「 物 価 」 は 倍 率 の 値 が 2 .7 0 で あ り 、 一 方 、

倍 率 が 一 番 低 い 「 接 触 」 の 値 は わ ず か 1 .27 で 、「 物 価 」 の 半 分 に も

な ら な い と い う こ と が 分 か る 。  

 

物価＞ 学校＞ 合唱＞ 楽 器 ＞ 雑誌＞ 失敗＞ 作家＞ 絶対＞ 接触 

2.70＞ 2.13＞ 2.12＞ 2.03＞ 1.86＞ 1.70＞ 1.63＞ 1.30＞ 1.27 

 

３.３  学習者の発音の実態 

 上の日本語ネイ ティブ 6 人の データの整 理の仕方に 合わせて、以 下、広

東語母語話者 10 人と北京 語母語話者 10 人 の発音の実 態をそれぞれ 表２と

表３で示しておく 。 



195 母語方言に入声を持つ学習者は促音を習得しやすいか

 

 

 

表 ２  

学校 楽器 作家 合唱 雑誌 接触 絶対 失敗 物価

１ 3.5:6.5 3.5:6.5 4.6:5.4 3.5:6.6 4.3:5.7 4.6:5.4 3.9:6.1 3.8:6.2 2.7:7.3

２ 4.2:5.8 4.4:5:6 6.2:3.8 4.3:5.7 4.4:5.6 6.0:4.0 4.4:5.6 5.2:4.8 3.0:7.0

３ 4.2:5.8 3.7:6.3 5.1:4.9 4.2:5.8 3.8:6.2 4.5:5.5 3.7:6.3 3.8:6.2 2.3:7.7

４ 3.3:6.7 3.0:7.0 5.0:5.0 3.2:6.8 3.9:6.1 4.6:5.4 3.9:6.1 3.9:6.1 2.9:7.1

５ 3.2:6.8 3.1:6.9 3.9:6.1 3.2:6.8 3.9:6.1 4.7:5.3 3.0:7.0 3.7:6.3 2.4:7.6

６ 2.5:7.5 3.1:6.9 4.6:5.4 2.5:7.5 4.1:5.9 4.2:5.8 2.5:7.5 4.0:6.0 1.7:8.3

７ 3.9:4.1 3.8:6.2 4.2:5.8 3.9:6.1 4.4:5.6 4.6:5.4 3.4:6.6 4.0:6.0 2.6:7.4

８ 3.7:6.3 3.6:6.4 4.4:5.6 3.7:6.3 4.4:5.6 4.3:5.7 3.6:6.4 4.3:5.7 2.4:7.6

９ 3.1:6.9 4.5:5.5 5.2:4.8 3.1:6.9 3.1:6.9 4.3:5.7 3.5:6.5 3.9:6.1 1.8:8.2

1 0 4.0:6.0 3.8:6.2 4.9:5.1 4.0:6.0 4.8:5.2 3.9:6.1 4.3:5.7 4.7:5.3 2.9:7.1

平 均 3.6:6.4  

1:1.78

3.7:6.3  

1:1.70

4.8:5.2  

1:1.08

3.6:6.4  

1:1.78

4.1:5.9  

1:1.44

4.6:5.4  

1:1.17

3.6:6.4  

1:1.78

4.1:5.9  

1:1.44

2.5:7.5  

1:3.00

表 ３

学校 楽器 作家 合唱 雑誌 接触 絶対 失敗 物価

１ 4.7:5.3 5.3:4.7 5.6:4.4 4.6:5.4 5.1:4.9 6.0:4.0 4.2:5.8 5.0:5.0 5.0:5.0

２ 2.9:7.1 3.1:6.9 4.0:6.0 3.4:6.6 3.8:6.2 3.4:6.6 2.6:7.4 4.4:5.6 2.6:7.4

３ 4.3:5.7 4.2:5.8 5.6:4.4 4.4:5.6 4.6:5.4 6.1:3.9 5.1:4.9 5.6:4.4 4.3:5.7

４ 2.8:7.2 4.0:6.0 4.1:5.9 3.6:6.4 4.5:5.5 5.1:4.9 4.5:5.5 3.1:6.9 3.6:6.4

５ 4.5:5.5 6.7:3.7 6.4:3.6 4.5:5.5 5.5:4.5 6.7:3.3 5.3:4.7 5.5:4.5 4.7:5.3

６ 3.7:6.3 5.6:4.4 4.8:5.2 4.9:5.1 4.4:5.6 5.9:4.1 4.6:5.4 3.1:6.9 4.1:5.9

７ 4.9:5.1 4.8:5.2 5.3:4.7 3.9:6.1 3.8:6.2 6.1:3.9 4.1:5.9 4.2:5.8 6.7:3.3

８ 3.5:6.5 4.1:5.9 5.7:4.3 3.3:6.7 3.6:6.4 5.3:4.7 5.0:5.0 5.2:4.8 4.2:5.8

９ 3.2:6.8 3.4:6.6 4.3:5.7 4.4:5.6 3.4:6.4 6.1:3.9 4.1:5.9 4.7:5.3 3.2:6.8

1 0 4.2:5.8 4.6:5.4 5.6:4.4 4.9:5.1 5.7:4.3 5.9:4.1 4.5:5.5 4.6:5.4 5.4:4.6

平 均 3.9:6.1  

1:1.56

4.6:5.4  

1:1.17

5.1:4.9  

1:0.96

4.2:5.8  

1:1.38

4.4:5.6  

1:1.27

5.6:4.4  

1:0.79

4.4:5.6  

1:1.27

4.5:5.5  

1:1.22

4.4:5.6  

1:1.27
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ま た 、 広東語母語話者 10 人と 北京語母語 話者 10 人の発音の 、 そ れ ぞ

れ の 9 つ の 検 証 用 単 語 は 次 の よ う に な る 。  

 

広東語母語話者： 

物価＞ 学校＞ 合唱＞ 絶対＞ 楽器＞ 雑誌＞ 失敗＞ 接触＞ 作家 

3.00＞ 1.78＞ 1.78＞ 1.78＞ 1.70＞ 1.44＞ 1.44＞ 1.17＞ 1.08 

 

北京語母語話者： 

学校＞ 合唱＞ 物価＞ 絶対＞ 雑誌＞ 失敗＞ 楽器＞ 作家＞ 接触 

1.56＞ 1.38＞ 1.27＞ 1.27＞ 1.27＞ 1.22＞ 1.17＞ 0.96＞ 0.79 

 

３.４   ネ イ テ ィ ブ と 学 習 者 の 発 音 の 比 較  

 ま ず ３ 母 語 話 者 に お け る 9 つ の 検 証 用 単 語 の 倍 率 順 を 以 下 に 並 べ

て み る 。似 て い る 傾 向 も 見 受 け ら れ る が 、ま っ た く 同 じ で は な い こ

と は 一 目 瞭 然 で あ る 。  

 

<日 本 語 > 物価＞ 学校＞ 合唱＞ 楽器＞ 雑誌＞ 失敗＞ 作家＞ 絶対＞ 接触 

2.70＞ 2 . 1 3＞ 2.12＞ 2 . 0 3＞ 1.86＞ 1.70＞ 1.63＞ 1.30＞ 1.27 

<広 東 語 > 物価＞ 学校＞ 合唱＞ 絶対＞ 楽器＞ 雑誌＞ 失敗＞ 接触＞ 作家 

3.00＞ 1.78＞ 1.78＞ 1.78＞ 1.70＞ 1.44＞ 1.44＞ 1.17＞ 1.08 

<北 京 語 > 学校＞ 合唱＞ 物価＞ 絶対＞ 雑誌＞ 失敗＞ 楽器＞ 作家＞ 接触 

1.56＞ 1.38＞ 1.27＞ 1.27＞ 1.27＞ 1.22＞ 1.17＞ 0.96＞ 0.79 

 

 そ し て 、３ 母 語 話 者 の 一 人 あ た り の 平 均 値 を 算 出 す る と 、次 の 表

４ に な る 。  

 

  表 ４  

     日 本 語 母 語 話 者  広 東 語 母 語 話 者  北 京 語 母 語 話 者  

平 均 値  3 . 6： 6 . 4  4 . 0： 6 . 0  4 . 8： 5 . 2  
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こ の ３ 母 語 話 者 の デ ー タ 間 に 有 意 差 が あ る か を 調 べ る た め に 、 分

散 分 析 を 行 っ た と こ ろ 、母 語 間 の 主 効 果 が 有 意（ F ( 2, 67 5) = 12 0. 59 ,p

＜ 0. 01） で あ る こ と が 分 か っ た 。 さ ら に 、 多 重 比 較 を 行 い 、 広 東 語

母 語 話 者 と 日 本 語 母 語 話 者 の 間 に は （ P = 0. 05 1 ） で 、 有 意 差 が 見 ら

れ な か っ た の に 対 し て 、日 本 語 母 語 話 者 と 北 京 語 母 語 話 者 の 間 に は

(P＜ 0.01） で 、 有 意 差 が 見 ら れ る 結 果 と な っ た 。  

なお、以下 の図 2 は 表 4 を別の角度 からより詳 しく表示した ものである 。 

 

 図 2 母語間おける 入声の種類 による先行拍 の長さの割 合 

 

こ こ ま で の 考 察 を ま と め る と 、 大 ま か に 言 っ て 、「 広 東 語 母 語 話

者 の 促 音 は 日 本 語 母 語 話 者 の 促 音 と ほ ぼ 同 質 で あ り 、そ れ に 対 し て 、

北 京 語 母 語 話 者 の 促 音 は 日 本 語 母 語 話 者 の 促 音 と の 間 に は 開 き が

あ り 、自 然 な 促 音 に な っ て い な い 可 能 性 が 大 き い 」と 述 べ る こ と が

で き る で あ ろ う 。  

 

３.５  入 声 の 種 類 に 見 る 「 促 音 に お け る 先 行 拍 の 長 さ と 持 続 時 間

の 長 さ の 比 率 」  

以 上 は 検 証 用 語 彙 9 個 全 体 の 平 均 値 に よ る 考 察 だ が 、 本 調 査 は 最

初 か ら 入 声 の 種 類 に よ っ て 振 舞 い 方 が 異 な る か も し れ な い と い う

想 定 に 基 づ き 、3 種 類 の 入 声 に そ れ ぞ れ 3 単 語 を 選 定 し て い る の で 、

以 下 、入 声 の 種 類 ご と の 、促 音 に お け る 先 行 拍 の 長 さ と 持 続 時 間 の
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長 さ の 比 率 に つ い て 考 察 す る 。ま ず 平 均 値 の デ ー タ を 以 下 の 表 ５ に

よ っ て 示 す 。「 /」 の 右 の 数 値 は 、 そ の 左 の 数 値 を 踏 ま え て 算 出 し た

先 行 拍 の 長 さ に 対 す る 持 続 時 間 の 長 さ の 倍 率 で あ る 。  

 

表 ５  

 

 

 

 

 

藤 崎 ・ 杉 藤 ( 19 77 )に よ っ て 推 論 し た 「 日 本 語 の ネ イ テ ィ ブ に と っ

て 、自 然 な 促 音 に お け る 先 行 拍 の 長 さ と 持 続 時 間 の 長 さ の 比 率 は 語

に よ っ て 1： 1. 41～ 1. 69 以 上 だ 」 と い う 基 準 か ら 見 て も 、 上 述 の 本

研 究 に お け る 6 人 の 日 本 語 母 語 話 者 の 最 小 の 倍 率 で あ る 1. 27 か ら

見 て も 、広 東 語 母 語 話 者 の 入 声 の 種 類 ご と の 数 値 は 合 格 ラ イ ン に 達

し て い る が 、 北 京 語 母 語 話 者 の も の は そ う で は な い 。  

だ が 、 こ の 表 ５ の デ ー タ に つ い て ｔ 検 定 を 行 っ た と こ ろ 、 次 の 表

６ の よ う に 、広 東 語 母 語 話 者 と 日 本 語 母 語 話 者 の 間 に お け る 入 声 の

/p /、/ t/の 値 は そ れ ぞ れ 、p = 0. 05、 p= 0. 42 で 、有 意 差 が な い が 、入

声 の /k /に 関 し て は 、p＜ 0. 01 と な っ て お り 、完 全 に 有 意 差 が 見 ら れ

た 。  

表 ６  

  

 

 

 

 

（ 注：網 掛 け 部 分 は ｐ ＜ 0 .0 5 で 、有 意 差 が 見 ら れ た ） 

 

母語話者入 声  日 本 語 母 語 話

者  

広 東 語 母 語 話

者  

北 京 語 母 語 話

者  

/ k/  3 . 5：6 . 5 / 1 : 1 . 8 6  4 . 0：6 . 0 / 1 : 1 . 5 0  4 . 5：5 . 5 / 1 : 1 . 2 2  

/ p/  3 . 7：6 . 3 / 1 : 1 . 7 0  4 . 1：5 . 9 / 1 : 1 . 4 4  4 . 8：5 . 2 / 1 : 1 . 0 8  

/ t/  3 . 8：6 . 2 / 1 : 1 . 6 3  3 . 4：6 . 6 / 1 : 1 . 9 4  4 . 5：5 . 5 / 1 : 1 . 2 2  

母語話者入 声  広 東語 &日 本 語  北 京語 &日 本 語  

/k/  0 . 0 2  0 . 0 0  

/p/  0 . 0 5  0 . 0 0  

/ t /  0 . 4 2  0 . 0 0  
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 も っ と も 、北 京 語 母 語 話 者 と 日 本 語 母 語 話 者 の 間 に お い て は 、全

て の 入 声 の 種 類 に 有 意 差 が 見 ら れ た の で 、上 の ３ － ４ の 結 論 に 違 反

し な い 。だ が 、広 東 語 母 語 話 者 と 日 本 語 母 語 話 者 の 間 に お け る 入 声

の /k/に 関 す る 有 意 差 の 動 因 を 突 止 め な け れ ば な ら な い 。 そ の た め

に 、 ３ 言 語 話 者 間 に お け る 入 声 / k/の 「 楽 器 、 学 校 、 作 家 」 に 関 す

る 一 人 あ た り の 平 均 値 に 改 め て t 検 定 を 掛 け る と 、「 楽 器 」 と 「 作

家 」は 、広 東 語 母 語 話 者 と 日 本 語 母 語 話 者 の 間 に も 有 意 差 が 見 ら れ

た 。  

 

表 ７  

 広 東 語 &日 本 語  北 京 語 &日 本 語  

学 校   0 . 0 5   0 . 0 0   
楽 器  0 . 0 0   0 . 0 0   
作 家  0 . 0 0   0 . 0 0   
（ 注 ： 網 掛 け 部 分 は ｐ ＜ 0 .05 で 、 有 意 差 が 見 ら れ た ） 

 

 改 め て 、上 に ま と め た 3 母 語 話 者 に お け る 検 証 用 9 単 語 の 倍 率 に

基 づ く 配 列 順 序 を 見 る と 、日 本 語 母 語 話 者 と 比 べ て 、広 東 語 母 語 話

者 の 「 楽器」 は 一 つ 後 ろ に ず れ 、「 作 家 」 は 二 つ 後 ろ に ず れ て い る

こ と が 分 か っ た 。 特 に 「 作 家 」 の 倍 率 が わ ず か 1.08 で、上述の本 研

究 に お け る 6 人 の 日 本 語 母 語 話 者 の 最 小 の 倍 率 で あ る 1. 27 よ り 小

さ い こ と が 見 て 取 れ る 。  

 

<日 本 語 >  物価＞ 学校＞ 合唱＞ 楽 器 ＞ 雑誌＞ 失敗＞ 作家＞ 絶対＞ 接触 

2.70＞ 2 . 1 3＞ 2.12＞ 2 . 0 3＞ 1.86＞ 1.70＞ 1.63＞ 1.30＞ 1.27 

<広 東 語 > 物価＞ 学校＞ 合唱＞ 絶対＞ 楽器＞ 雑誌＞ 失敗＞ 接触＞ 作家 

3.00＞ 1.78＞ 1.78＞ 1.78＞ 1.70＞ 1.44＞ 1.44＞ 1.17＞ 1.08 

<北 京 語 > 学校＞ 合唱＞ 物価＞ 絶対＞ 雑誌＞ 失敗＞ 楽器＞ 作家＞ 接触 

1.56＞ 1.38＞ 1.27＞ 1.27＞ 1.27＞ 1.22＞ 1.17＞ 0.96＞ 0.79 
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 だ が 、 だ か ら と い っ て 、 広 東 語 母 語 話 者 に お け る 「 楽器」 と 「 作

家 」の 促 音 と し て の 発 音 が 自 然 で は な い と 直 ち に 断 定 す る こ と は で

き ず 、複 数 の ネ イ テ ィ ブ に 実 際 の 発 音 を 聞 い て も ら っ て 、判 定 し て

も ら う 必 要 が あ る だ ろ う 。 ま た 、 ど う し て 、 入 声 /k /に 関 し て 、 こ

の よ う な こ と が 起 き て い る の か と い う 疑 問 に つ い て も 、調 音 音 声 学

の 立 場 か ら 検 討 す る 必 要 が あ ろ う 。 い ず れ も 今 後 の 課 題 と し た い 。 

 

４ ． ま と め と 今 後 の 課 題

本 研 究 で は 、 入 声 を 持 つ 日 本 語 学 習 者 が 日 本 語 の 促 音 を 習 得 す る

と き に 有 利 で あ る か ど う か を 検 証 す る た め に 、日 本 語 母 語 話 者 、母

語 方 言 に 入 声 を 持 つ 広 東 語 話 者 及 び 母 語 方 言 に 入 声 を 持 た な い 北

京 語 母 語 話 者 の 促 音 に お け る 先 行 拍 の 長 さ と 持 続 時 間 の 長 さ の 比

例 関 係 を 比 べ る こ と で 検 証 す る こ と と し た 。そ の 結 果 、広 東 語 母 語

話 者 の 促 音 に お け る 先 行 拍 の 長 さ と 持 続 時 間 の 長 さ の 比 率 は 日 本

語 母 語 話 者 に 近 く 、そ の 促 音 が 日 本 語 母 語 話 者 の そ れ と 質 的 な 違 い

が な か っ た こ と が 明 ら か に な っ た 。つ ま り 、母 語 方 言 に 入 声 を 持 つ

学 習 者 は 促 音 を 習 得 し や す い と い う 予 測 が 正 し い こ と が 証 明 さ れ

た 。  

た だ し 、 広 東 語 母 語 話 者 と 日 本 語 母 語 話 者 の 間 に お け る 入 声 の

/k /に 関 す る 有 意 差 の こ と を ど う と ら え る か が 、問 題 と し て 残 っ た 。 
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